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                 未来からの使者たち  

園長 児嶋 草次郎 

  

 梅雨も末期となってきましたが、水田の稲はもうほぼ穂を出しそろえて、夏を感じさせる南風にそ

よぎ始めています。 

 園内は雨に度々洗われて新鮮な緑におおわれています。その中で、少々花の少ないのが気になりま

すが今年もアジサイが元気に咲いてくれました。白を主体として、青、紫、ピンク、赤、それにガク

アジサイも何種類か。ここ 20年 30年かけて、随分増やしてきました。 

 それらのアジサイ群の中を散策しながら、ふと我にかえるように考えたことがあります。 

 『なぜ私は、取りつかれたように白アジサイをこんなに植え増やしてきたのだろう』。方舟館の南下

の道路から、北方角の石井記念のゆり幼児園へ伸びる新設道路添いの白アジサイが、今年美しく咲か

せてくれたのを見ながら思いついたことです。のゆり幼児園の移転改築（2020年）に合わせて木城町

が新しく抜いてくださったのですが、私はそれに合わせて 100mほど白アジサイを植えたのです。 

 「高城戦記」（山内正徳）を開き直して納得がいきました。九州の関ケ原の戦いと言われる、島津と

豊臣との合戦（根白坂の戦い）が始まったのは、1587年ですが、時期はちょうど梅雨が始まる前、５

月 24日と書いてあります。約 10万の兵が高鍋からこのあたりまで、小丸川を見下せる場所にいくつ

もの陣地を築いて備えている豊臣方に向けて、約２万程度の兵で島津は夜襲したのです。この薩摩街

道を見下せる友愛社の一帯が、主戦場になったと思われます。戦いは一日で決着し、多くの若者の命

が奪われました。 

 その地の上に石井十次の茶臼原孤児院、戦後の石井記念友愛社は築かれているのです。 

 私はもしかしたら、自覚はしてなかったけど、弔（とむらい）のために植えて来たのかもしれない、

そう思えて来たのです。５月 24日頃に、白アジサイは咲き始めます。そう思い始めると、じっとし

ておれません。のゆり幼児園の裏山（豊臣の陣地があったと思われる場所）に、新たに 200本ほど白

アジサイの挿し木をしました。近い将来、ここは「アジサイ園」になるかもしれません。 

 

 （以下は、7月５日（日）に行った第 34回児嶋虓一郎・登美記念式での理事長としての挨拶です）。 

この度は、児嶋虓一郎・登美記念式に御出席くださいまして、ありがとうございます。１月 30日

の石井十次記念式と今日の児嶋記念式は、言わば、石井記念友愛社の創立の理念に立ち帰る日であり

ます。石井十次記念式は１月 30日、石井十次が亡くなった日に限定しておりますが、児嶋記念式は、

命日である７月 10日に近い日曜日に行っております。なぜ日曜日かと言いますと、友愛園の子供た

ちも出席するためです。なぜ子供たちも出席しなければならないのか。それは、友愛園で生活すると

いうことは、職員と同じ志を背負うことになるからであります。子供たちは、毎年少しずつ入れ替わ

っていきますから、同じ話を繰り返していかねばなりません。 

石井十次は自分が近々亡くなると自覚すると、静養館の自分の寝床にみんなを呼び集めました。み

んなというのは、職員だけではありません。この近隣に独立した卒院（園）生、それに子供たちもで
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す。そしてこのような話をしました。 

『私はもうあまり生きておれない。ここにいるみんなが石井十次となって私の志を引き継いでほし

い。』 

石井十次は、そう言い残して亡くなったのです。だから、当時から、石井十次に関わった人たちは

大人も子供も、その志を一緒に背負うことになったのです。私はこの地で生まれ育った人間ですが、

この地で農家として独立した方々のその後の生き方を見ていると、多くの方々が教育熱心で、確かに、

それぞれに志を引き継いでおられると、納得を致しました。 

私の父児嶋虓一郎は、児島虎次郎の長男として岡山で育っていますが、その話は関係者から何度も

聞かされたことだろうと思います。昭和 20年、日本が太平洋戦争に負けて、多くの戦災孤児が巷に

あふれるようになり、その救済を決意する時の強力な引力になったはずです。 

ここに出席している子供たちも、そのことを自覚しなければなりません。 

『この友愛園で生活するようになったのは、もしかしたら、遠い御先祖様のお導きかもしれない。

石井十次先生の志の 10分の１、100分の１でも自分も背負って生きることになれば、社会貢献のでき

るので名誉なことだ。』そう思う必要があります。それでは志とは何か。それは、世のため人のために

生きるということ。それは、福祉に限りません。それぞれに、自分の得意とする分野でよい。 

 この６月に、友愛園の４年生以上の子供たちは、「将来の夢」作文を書きました。小学生の中には、

パティシエになりたいとか、動物のお世話をする仕事につきたいとか書いている子もいました。中・

高生になると、より具体的に保育士になりたい、社会福祉士になりたいとか学者になりたいとか書い

ている子もいます。仕事は何でもよい、大事なのは、『世のため、人のために』という気持ちを忘れな

おこと、そのことが石井十次の志を引き継ぐということだと思います。 

 ６月 22日だったと思いますが、ある卒園生から電話がかかって来ました。彼女は看護師になって

関西方面で働いていましたが、今春から、大阪公立大学の大学院に進学したそうです。看護学を究め

たいという思いなのでしょう。次のように彼女は話しました。 

『草先生には申し訳ない話かもしれないけど、自分は施設で、はいあがる力を身につけてここまで来

れたのに、まだ、施設で世話になったという話は回りにはできてないのです―』。 

プライド・誇りに感じていることなのに、回りに言えない心苦しさを、私に吐き出したくなったの

でしょう。これは、アイデンティティに関することで、石井十次の時代から卒園（院）生たちが共通

して来た直面して来た課題なのでしょう。社会的な地位が高くなればなるほど自己矛盾に落ち入って

いく可能性があります。 

私は、「今から大事な話をするね」と前置きして、先ほどの石井十次が亡くなる前の「一人ひとりが

石井十次になって」云々という話をしました。 

「施設という枠組みで考える必要はない。私もそうだけど、あなたも石井十次の志を引き継ぐ運命

を背負っている人間。石井十次の最初の妻は品子だったけど、30歳そこそこで亡くなった。二番目の

妻辰子は、看護師だった。夫を亡くしてから志を新たにして、同志社の看護学校に入学した。優秀な

看護師ということで岡山孤児院で働いてもらっていたけど、石井十次の子供３人がまだ小さく、再婚

している。この石井辰子を研究している人もいる。今年の８月 23日（日）に、石井十次セミナーを

開催する。研究者の方々も来られるので出席してみてはどうか。紹介してあげる。」 

彼女の心がどう変化するか分からないけど、一人ひとりが乗り越えていかねばならない人生の課題

なのでしょう。 

卒園生の話で言えば、６月 24日（水）から 26日（金）にかけて、私たちは愛知県知多市で行われ
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た、卒園生の同窓会に出席して来ました。私たちというのは、私以外に、友愛園で指導員を経験して

いる宮城有隣園園長、卒園生で友愛社に帰って来て職員として働いている松男君（指導員）と美穂さ

ん（保育士）の３人。会場は知多市内で卒園生の誠君が経営している「割烹川上」でした。この店で

集まるのは、私にとっては２度目。今回は、かおりさん、昌代さん姉妹。美穂さんの弟の明博君、そ

して東京からも匤和君が来てくれました。特に昌代さん（妻高校卒）とは何十年ぶりかで、前日に伊

勢神宮まで案内してくれました。供に汗みどろになって畑や水田で作業したりキャンプに行ったりし

た関係は、同志と言っても良い仲で、何十年かぶりかで彼女を見た時、不思議な感覚が沸き起こり、

涙が出そうなくらい嬉しく感じました。師弟関係を越えて、我々は石井十次の志を引き継ぐもの、そ

のように位置づけ直したいと思います。ただひたすら、この仕事に打ち込んで来たけど、気がついた

ら、人生の終りに近づいており、全国各地にちらばった卒園生たちが、それなり社会に貢献している。

そのことを確認できるなんて、こんなに幸せなことはないのかもしれません。 

さて、これからは、職員向けの話です。石井記念友愛社は現在、20を越える福祉の事業所を経営し

ています。この４、５年で福祉を囲む環境が大きく変わって来ていることを、みなさんも感じている

と思います。特にコロナ後、少子化に拍車がかかっています。また過疎化も着実に進行しており、そ

の結果として 10か園ある石井記念友愛社の保育園の経営を圧迫するようになっています。この数年、

定員を徐々に下げて来ているのですが、それでも、昨年度は、定員を満たした保育園は 10か園のう

ち３園だけでした。高額の赤字を出す保育園も出て来ています。人口が減少する社会の中で、淘汰の

時代に入ったと感じます。石井記念友愛社は、地域の保育ニーズに答えるために、また、行政の民間

移譲の要請に答えるために、保育園を増やして来ました。しかし、時代の大きな節目に立たされてお

り、今後の姿勢を問われています。 

時代の流れに乗って、統合という効率化へ向かって動き始めるのか、それぞれの地域において、石

井十次の理念を、地域の自然環境、文化、人の和・輪でもって現代的にアレンジして、保育・教育に

生かし、子供たちの未来つくりをするという使命をはたし続けるのか。一人ひとりの職員が問われま

す。 

一方の社会的養護の施設の方は、2017年の「新しい社会的養育ビジョン」以来、その政策はグロー

バリゼーションの波に乗って、大きく変わって来ています。つまり、施設養育より家庭養育を里親推

進をという政策であります。方向性としては悪いことではないのですが、その出発点において施設否

定論的な価値観があることを危惧しています。実際施設に措置されている子供たちは、この数年で急

激に減って来ています。調べてみましたら、この 10年ほどで全国で 5000人ほど減少しています。（現

在 22000人ほど）。 

ニーズが減ってきているのか。そんなことはありません。例えば不登校児童は、現在全国で 35万

人と言われています（小、中学生）。この 10年で倍に増えています。引きこもりは 146万人と言われ

ていますが、近い将来 200万人を越えていく可能性もあります。これは日本の未来を考えた時、由々

しき問題です。昔は不登校児童の多くが児童養護施設へ入所し、立ち直っておいました。今は、この

問題は、各市町村の責任となり、不登校という理由だけで施設に入所することはほぼありません。 

石井記念友愛社では、今年度、都城にある児童家庭支援センターを移転し、自立援助ホームを新た

に設置し、母子生活支援施設、小規模児童養護施設とともに複合的に連携強化し、地域の福祉の拠点

として再スタートする予定です。 

児童養護施設が今後、地域の中の支援施設として生きていくためには、この児童家庭支援センター

を充実強化していく以外ないのです。先ほどの不登校児支援へも手が伸ばせます。大分県のある施設
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では、地域の要保護児童に対し、夕食や入浴指導まで提供しています。その家庭の中にまで入ってい

ってケースワークし養育支援に関わること、これをやらないと立ち直りにはつながりません。 

先日、NHKBSテレビで民芸運動の中心的人物、柳宗悦（むねよし）を特集していました（「英雄た

ちの選択」６月 29日）。明治以降、文明先進国を追う欧化政策の下で、自然から離れて、機械化、合

理化、画一化が強行される中で、地域の文化が失われていく流れに抵抗した人物として紹介されてい

ました。司会の磯田道史（みちふみ）氏は柳宗悦のことを「未来から来た留学生」と評していました。

話を聞きながら、今の社会はあの当時の社会と似ているのではないかとも感じました。つまりグロー

バリゼーションという価値観による同化政策が、地域の人々や子供たちの生活の文化を画一化しよう

としているのです。新たな法律を作り、それをマニュアル化し、下してくるのです。石井記念友愛社

は、目先の子供の物質的利益よりも、この大自然の中で、また歴史と文化に守られた生活環境の中で、

その“育ち”を保障できる社会福祉法人でありたいと思います。磯田氏の言葉を借りるならば「未来

から来た留学生」を育てる保育園であり児童養護施設でありたいと思います。 

子供たち、職員の皆様、しっかり自覚してください。また支援者の皆様、これからも御指導、御支

援、よろしくお願い致します。     


